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国
民
健
康
保
険
と
は

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
同
じ
地

域
に
住
む
人
た
ち
が
保
険
税
（
料
）
を
出

し
合
い
、
け
が
や
病
気
を
し
た
と
き
に
安

心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
み
ん
な
で
助
け
合
う
制
度
で
す
。

農
林
水
産
業
や
自
営
業
に
従
事
さ
れ
る

方
や
会
社
を
退
職
さ
れ
た
方
な
ど
が
加
入

者
の
中
心
で
、
運
営
は
加
入
者
の
在
住
す

る
市
町
村
単
位
で
行
わ
れ
ま
す
。

制
度
の
創
設
以
来
、
日
本
が
世
界
に
誇

る
「
国
民
皆
保
険
」
の
中
核
と
し
て
医
療

保
険
制
度
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

国
保
を
取
り
巻
く
状
況

近
年
に
な
っ
て
、
長
引
く
経
済
不
況
の

影
響
等
に
よ
る
保
険
税
（
料
）
収
入
の
減

少
、
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
高
度
化
等
に

よ
る
医
療
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
全
国

的
に
国
保
財
政
の
運
営
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
の
決
算
に
お
い
て
は
、
全

国
の
保
険
者
（
市
町
村
）
の
内
、
実
に
約

半
数
が
赤
字
運
営
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
の
国
保
の
概
要

本
町
で
は
、
平
成
24
年
４
月
末
現
在
で
、

人
口
１
５
，
４
２
４
人
の
内
、
約
29
％
の

４
，
５
０
５
人
が
国
保
に
加
入
さ
れ
て
い

ま
す
。

人
口
の
減
少
と
共
に
、
国
保
の
加
入
者

も
減
少
傾
向
に
あ
り
、
平
成
20
年
当
時
と
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比
べ
る
と
約
２
５
０
人
（
6.5
％
）
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

加
入
者
の
年
齢
構
成
は
、
高
齢
化
が
顕

著
で
、
60
歳
以
上
の
加
入
者
が
全
加
入
者

の
60
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

次
に
本
町
の
国
保
に
お
け
る
医
療
費
の

状
況
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

国
保
加
入
者
一
人
あ
た
り
が
１
年
間
に

使
う
医
療
費
の
額
は
、
約
32
万
６
千
円
と

県
平
均
の
37
万
2
千
円
に
比
較
す
る
と
低

く
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。（
※
平
成
23
年

度
に
お
け
る
県
内
市
町
村
の
中
で
は
一
番

低
い
額
）

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
医
療
費
も

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
20
年
度
の

27
万
６
千
円
に
対
し
、
平
成
23
年
度
は

32
万
６
千
円
と
、
約
18
％
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。（
左
上
グ
ラ
フ
参
照
）

増
加
の
原
因
に
は
、
医
療
費
の
半
分
を
占

め
る
入
院
費
の
上
昇
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

外
来
診
療
の
費
用
が
ほ
ぼ
横
ば
い
な
の
に

対
し
、
入
院
費
は
１
件
あ
た
り
の
費
用
が

大
き
く
な
る
た
め
、
医
療
費
を
大
き
く
伸

ば
す
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
の
国
保
の
財
政
状
況

こ
の
よ
う
に
医
療
費
が
増
加
傾
向
に
あ

る
中
、
国
保
の
支
出
も
年
々
膨
ら
み
、
平

成
23
年
度
の
決
算
見
込
み
で
は
、
医
療
給

付
費
が
約
12
億
円
近
く
と
支
出
総
額
の
約

64
％
を
占
め
て
い
ま
す
。（
左
下
グ
ラ
フ

参
照
）

ま
た
、
医
療
費
の
他
に
も
、
国
に
対
し

て
納
め
る
後
期
高
齢
者
制
度
へ
の
負
担
金

や
介
護
保
険
制
度
へ
の
負
担
金
が
あ
り
、

そ
れ
ら
の
額
も
こ
の
２
年
間
で
約
20
％
上

昇
し
て
い
ま
す
。

「
医
療
給
付
費
」、「
後
期
高
齢
者
制
度

へ
の
負
担
金
」、「
介
護
保
険
制
度
へ
の
負

担
金
」
が
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
、
国
保
の
支

出
が
大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
然

そ
れ
に
見
合
っ
た
財
源
の
確
保
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
貴
重
な
財

源
で
あ
る
国
保
税
は
、
加
入
者
の
減
少
等

に
よ
り
年
々
減
少
し
つ
つ
あ
る
の
が
現
状

で
す
。（
左
中
グ
ラ
フ
参
照
）

国
・
県
の
交
付
金
等
は
負
担
増
に
応
じ

増
額
に
は
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

足
り
な
い
の
が
現
状
で
す
。

保
険
税
率
の
改
定
に
向
け
て

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
町
の
国
保

会
計
は
、
支
出
が
収
入
を
上
回
る
厳
し
い

財
政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

は
赤
字
部
分
に
対
し
て
、
国
保
が
保
有
す

る
「
財
政
調
整
基
金
」
か
ら
補
て
ん
を
行

い
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ま
ま
で

は
、
数
年
先
に
基
金
が
底
を
つ
い
て
し
ま

い
ま
す
。

そ
こ
で
現
在
、
平
成
20
年
度
か
ら
据
え

置
い
て
き
た
保
険
税
率
の
改
定
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

改
定
の
時
期
は
平
成
25
年
度
で
、
現
段

階
で
の
試
算
で
、
お
よ
そ
10
％
前
後
の
値

上
げ
を
お
願
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。新

し
い
税
率
は
、
今
後
、
平
成
23
年
度

の
決
算
状
況
の
検
証
や
医
療
費
の
上
昇
率

等
を
分
析
し
な
が
ら
、
慎
重
に
決
め
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

加
入
者
の
皆
様
に
は
、
大
変
な
ご
負
担

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
隠

岐
の
島
町
国
民
健
康
保
険
の
将
来
に
わ
た

る
安
定
し
た
運
営
の
た
め
に
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１人当たりの年間医療費の推移
一般被保険者　（隠岐の島町）

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

隠岐の島町国民健康保険事業会計
Ｈ２３年度決算見込み　総額１８億４，６００万円

歳出
総務費
3,700 万円
2.0%

その他支出
7,700 万円
4.2%

保健事業費
1,200 万円
0.7%

共同事業拠出金
2億3,600万円
12.8%

介護保険制度
への負担金
1億 400 万円
5.6%

後期高齢者
制度への負担金
1億 9,300万円
10.5%

医療給付費
11億 8,700 万円
64.3%

その他の収入
2,200 万円
1.2%

国・県からの交付金等
１１億 3,000 万円
60.3%

繰入金
1億 1,700 万円
6.3%

共同事業交付金
2億3,500万円
12.7%

国保税
3億 5,900 万円
19.4%

■ 歳入

平成２５年春の税率改定に向けたスケジュール

H24.5 ～ 6 保険税率改定と医療費抑制に向
けた説明会（町内 46会場）

H24.7 ～ 8 町国保運営協議会に新税率を諮問

H24.9 町議会に保険税改正条例案提出

H24.11 町広報等で新税率公表

H25.3 町議会に当初予算案提出

H25.4 新税率で保険税を賦課



特
定
健
康
診
査
っ
て
何
？

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓

脂
肪
症
候
群
）
の
該
当
者
及
び
そ
の
予
備

群
の
割
合
は
、
40
〜
74
歳
の
男
性
で
２
人

に
１
人
、
女
性
で
５
人
に
１
人
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
を
放
っ
て
お
け
ば
、
動
脈
硬
化
を
進
行

さ
せ
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
の
命
に
か

か
わ
る
深
刻
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
原
因

と
な
り
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）
は
、
40

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
生
活
習
慣
病
の
リ

ス
ク
を
高
め
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
を
よ
り
早
い
段
階
で
発
見
し
、
予

防
・
改
善
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

特
定
健
診
を
受
け
る
に
は

特
定
健
診
に
は
、
毎
年
１
回
各
地
域
で

巡
回
に
よ
り
行
わ
れ
る
集
団
健
診
と
ご
自

分
の
都
合
に
あ
わ
せ
予
約
の
う
え
医
療
機

関
で
受
け
る
個
別
健
診
が
あ
り
、
い
ず
れ

か
の
方
法
で
受
診
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
今
年
５
月
下
旬
に
国

保
加
入
者
の
皆
様
に
お
送
り
す
る
特
定
健

診
受
診
券
に
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

診

伸
び
悩
む
本
町
の
受
診
率

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
上
で
非
常
に

有
効
な
特
定
健
診
で
す
が
、
本
町
の
国
保

加
入
者
の
受
診
率
は
約
25
％
で
、
県
内
の

市
町
村
の
中
で
最
も
低
い
数
値
と
な
っ
て

い
ま
す
。

受
診
率
が
低
い
状
況
が
続
く
と
、
今

後
、
町
国
保
か
ら
国
に
納
め
る
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
へ
の
負
担
金
」
の
額
が
増

額
さ
れ
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
も
予
定
さ
れ
て
お

り
、
受
診
率
の
向
上
が
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。

受
診
率
向
上
に
向
け
て

町
国
保
で
は
、
昨
年
、
特
定
健
診
の
未

受
診
者
に
対
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
を
元
に
受
診
率
向
上
の

た
め
の
方
策
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
皆
様
に
特
定
健
診
に
つ
い

て
正
し
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
。
広
報

は
も
と
よ
り
、
ポ
ス
タ
ー
作
成
、
各
種
会

議
で
の
説
明
等
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま

す
。ま

た
、
少
し
で
も
受
診
し
や
す
い
環
境

を
整
え
る
た
め
に
、
今
年
度
か
ら
、
自
己

負
担
を
無
料
に
し
ま
し
た
。

病
気
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
医
療
費
の

負
担
を
減
ら
し
、
最
終
的
に
は
国
保
税
を

低
く
抑
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

今
年
度
の
本
町
受
診
率
の
目
標
は
、

40
％
。
ま
ず
は
、
県
平
均
の
37.

５
％
を

上
回
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
国
保
加
入
者
の
皆
様
の
ご

協
力
が
な
く
て
は
実
現
が
困
難
で
す
。
特

定
健
診
の
重
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

是
非
積
極
的
な
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

診
（特定健診は、本来約 10,000 円の費用がかかる健診です。）

島後 依頼
医師にお気軽にご相談ください。

診
皆様の積極的な受診をお願いしま

●

お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
町
民
課
国
保
年
金
係☎

２-

８
５
６
０



更

現
在
、
本
町
の
一
部
地
域
に
お
い
て
、

国
内
外
の
電
波
等
の
影
響
に
よ
り
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
障
害
が
発
生
し
て
い

る
た
め
、今
年
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
変

更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更
に
伴
い
、
個

人
ア
ン
テ
ナ
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

受
信
さ
れ
て
い
る
方
は
、
テ
レ
ビ
チ
ャ

ン
ネ
ル
の
再
設
定
作
業
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
内
容
を

ご
確
認
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

■
対
象
と
な
る
地
域

西
郷
中
継
局
（
金
峯
山
）
及
び
西
ノ

島
中
継
局
（
焼
火
山
）
か
ら
個
人
ア
ン

テ
ナ
で
受
信
し
て
い
る
左
表
の
地
域
に

お
住
ま
い
の
方
で
す
。

中継局 対象地区
西郷中継局 飯田、 東郷、 有木、 池田、

栄町、 東町、 中町、 西町、
港町、城北町、下西、岬町、
今津、西田、平、上西、原田

西ノ島中継局 油井、 蔵田、 都万、 那久、
津戸、 蛸木、 加茂、 岬町

※ＮＨＫ共聴施設組合及び自主共聴施設組合
に加入されている方は、ＮＨＫ及びデジサポ
島根が各共聴施設の受信機器を改修（無償）
いたしますのでチャンネルの再設定作業は必
要ありません。同様に、中村中継局より個人
アンテナで受信されている方についてもチャ
ンネル変更は必要ありません。

■
チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更
と
な
る
放
送
局

チ
ャ
ン
ネ
ル
が
変
更
と
な
る
放
送
局

及
び
周
波
数
は
左
図
の
と
お
り
で
す
。

西
郷
中
継
局
エ
リ
ア
は
５
局
、
西
ノ

島
中
継
局
エ
リ
ア
は
２
局
の
放
送
局
が

変
更
と
な
り
ま
す
。

放送局名 NHK総合 NHK教育 日本海 TV 山陰放送 山陰中央TV

現在のチャンネル 14 13 15 17 16

変更後のチャンネル 39 34 47 51 49

放送局名 NHK総合 NHK教育 日本海 TV 山陰放送 山陰中央TV

現在のチャンネル 23 22 24 28 25

変更後のチャンネル 35 30 24 28 25

【西郷中継局のチャンネル変更となる放送局】

【西ノ島中継局のチャンネル変更となる放送局】

重要な
お知らせせ

■
チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

新
し
い
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
の
放
送
は
西

郷
中
継
局
が
６
月
18
日
よ
り
、
西
ノ
島

中
継
局
が
６
月
11
日
よ
り
始
ま
り
ま
す

が
、
７
月
下
旬
ま
で
の
期
間
は
従
来
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
テ
レ
ビ
を
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
期
間
に
必
要
に
応
じ
て
「
チ
ャ

ン
ネ
ル
の
再
設
定
」を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
並
行
期
間
終
了
後
は
、
現
行

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
テ
レ
ビ
を
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

現行放送
～平成24年6月17日

並行期間
平成24年6月18日
～平成24年7月31日

移行後放送
平成24年8月1日～

現行現行チャンネル

新チャンネル

現行放送
～平成24年6月10日

並行期間
平成24年6月11日
～平成24年7月24日

移行後放送
平成24年7月25日～

現行現行チャンネル

新チャンネル

【西ノ島中継局のチャンネル変更スケジュール】

【西郷中継局のチャンネル変更スケジュール】■
テ
レ
ビ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
再
設
定
が

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

現
在
流
通
し
て
い
る
ほ
と
ん
ど
の
テ
レ

ビ
に
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
自
動
設
定
の
機
能
が

付
い
て
い
ま
す
の
で
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定

の
変
更
が
自
動
で
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
こ

の
機
能
が
付
い
て
い
な
い
テ
レ
ビ
や
地
デ

ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
で
テ
レ
ビ
を
ご
覧
い
た
だ

い
て
い
る
方
は「
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
再
設
定
」

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
受
信
で
き
る
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
を

無
料
で
行
い
ま
す

総
務
省
島
根
県
テ
レ
ビ
受
信
支
援
セ

ン
タ
ー
「
デ
ジ
サ
ポ
島
根
」
で
は
、
チ

ャ
ン
ネ
ル
変
更
に
伴
う
相
談
窓
口
と
し

て
専
用
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
変
更
で
お

困
り
の
場
合
や
ご
質
問
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

ま
た
、
５
月
７
日
に
は
、
本
町
及
び

海
士
町
内
に
現
地
対
策
事
務
所
が
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
現
地
対
策
事
務
所

で
は
、
ご
要
望
に
応
じ
て
係
員
が
個
別

訪
問
し
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
再
設
定
作
業

を
実
施
す
る
な
ど
、
受
信
で
き
る
ま
で

の
サ
ポ
ー
ト
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

●

チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０-

９
２
２-

３
０
３

受
付
時
間

（
平
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

（
土
日
祝
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

●

現
地
対
策
事
務
所
（
隠
岐
の
島
町
岬
町
）

☎
３-

０
１
０
５

受
付
時
間

（
平
日
の
み
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●

現
地
対
策
事
務
所
（
海
士
町
）

☎
０
８
５
１
４-

２-

２
１
０
５

受
付
時
間

（
平
日
の
み
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●

役
場
総
務
課
広
報
広
聴
係

☎
２-

８
５
７
２



隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
の

世
界
認
定
に
向
け
て

環
境
省
隠
岐
事
務
所
開
設

/

/ 悠久の舞、華やかに
隠岐国分寺蓮華会舞

医
療
サ
ー
ビ
ス
大
き
く
向
上 

新
隠
岐
病
院
開
院

/

4000本の水仙　色鮮やかに　

/
～

❸

/ 伝統の「山曳き神事」盛大に
水若酢神社祭礼風流

❶❷

❷

❶

❸

❶

❷

❸



大
輪
の
花
、
色
鮮
や
か
に 

し
ゃ
く
な
げ
ま
つ
り

/

/ 、 町中に”しげさ”が響いた２日間 　　しげさ踊りパレード＆しげさ節全国大会

巨
牛
同
士
の
息
詰
ま
る
闘
い 

牛
突
き
春
場
所
大
会

/

❷

～

記
録
更
新
に
チ
ャ
レ
ン
ジ 

ジ
ャ
ン
ボ
の
り
巻
き
づ
く
り

/

❷❷❷❷
隠
岐
の
自
然
を
現
代
ア
ー
ト

で
表
現　
　

 
春
の
植
物
造
形
展

/ ～



ふ
る
さ
と
隠
岐
の
島

応
援
寄
附
金
に
つ
い
て

隠
岐
の
島
町
森
林
整
備
計
画
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
！

島
内
の
木
材
を
使
っ
た

住
宅
へ
の
補
助
制
度
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
隠
岐
の
島
町
を
愛
し
、
ま

ち
の
発
展
を
願
う
皆
様
か
ら
の
応
援
寄

附
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

平
成
24
年
３
月
末
日
現
在
の
状
況
を

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●

寄
附
金
累
計
金
額

１
４
，
９
２
２
，
３
１
３
円

【
内
訳
】

・
青
少
年
教
育
又
は
地
域
文
化
の
振
興
に

資
す
る
事
業
５
，
２
９
０
，
０
０
０
円

・
医
療
又
は
保
健
・
福
祉
の
充
実
に
資

す
る
事
業

１
，
９
３
０
，
２
５
０
円

・
竹
島
の
領
土
権
の
確
立
に
資
す
る
事
業

１
２
０
，
０
０
０
円

・
自
然
環
境
の
保
存
・
整
備
に
資
す
る
事
業

９
３
５
，
０
０
０
円

・
複
数
の
事
業
指
定

１
，
０
５
５
，
０
０
０
円

・
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
事
業

５
，
５
９
２
，
０
６
３
円

●

前
回
（
広
報
隠
岐
の
島
平
成
24
年
２

月
号
）
ご
紹
介
以
降
に
ご
寄
附
い
た
だ

い
た
15
名
の
皆
様

・
平
井

茂

様
（
東
京
都
中
野
区
）

・
松
井
智
秋

様
（
埼
玉
県
日
高
市
）

・
吉
田
圭
子

様
（
兵
庫
県
西
宮
市
）

・
佐
野
輝
利

様（
東
京
都
国
分
寺
市
）

・
河
瀬

直

様
（
東
京
都
大
田
区
）

・
勝
部
迅
也

様（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

・
宮
本

修

様
（
広
島
県
広
島
市
）

・
松
林
久
行

様（
東
京
都
世
田
谷
区
）

・
山
家
愛
美

様
（
東
京
都
杉
並
区
）

・
イ
ン
テ
リ
オ
ー
ル（
株
）
様
（
千
葉
県

千
葉
市
）

・
萩
原
利
武

様
（
大
阪
府
大
阪
市
）

・
砂
原
秀
遍

様
（
京
都
府
京
都
市
）

・
他
、
３
名
様
（
お
名
前
の
掲
載
を
希

望
さ
れ
な
い
方
）

御
寄
附
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
か

ら
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い
た
だ
き
ま
し
た
寄
附
金
は
、「
隠

岐
の
島
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」
に
積
み

立
て
、
各
種
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
皆
様
か

ら
の
寄
附
金
を
引
き
続
き
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
支
援
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

☎
２-

８
５
６
６

町
で
は
平
成
24
年
４
月
１
日
に
新
た

な
「
森
林
整
備
計
画
」
を
定
め
ま
し
た
。

概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

本
町
の
人
工
林
率
は
県
平
均
を
上
回

る
48
％
と
な
っ

て
お
り
、
ス
ギ

を
は
じ
め
と
す

る
針
葉
樹
は
伐

期
を
迎
え
て
い

る
も
の
が
多

く
、
木
材
の
安

定
的
な
供
給
が

可
能
な
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た

め
、
木
材
の
生
産
及
び
需
要
拡
大
を
め

ざ
し
高
性
能
機
器
の
導
入
に
よ
る
低
コ

ス
ト
生
産
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
島
外
出

荷
体
制
の
改
善
、
低
質
材
を
利
用
し
た

ペ
レ
ッ
ト
の
開
発
な
ど
を
推
進
し
ま

す
。ま

た
、
ク

ヌ
ギ
を
原
木

と
し
た
シ
イ

タ
ケ
栽
培
は

本
町
特
有
の

も
の
と
な
っ

て
お
り
、
有

利
な
販
売

ル
ー
ト
の
開

拓
と
、
安
定
的
な
生
産
体
制
を
確
立
す

る
た
め
、
原
木
林
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

を
図
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
森
林
整
備
計
画
は
役
場

農
林
水
産
課
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
農
林
水
産
課
農
林
振
興
係

☎
２-

８
５
６
３

町
で
は
、居
住
用
の
住
宅
を
「
新
築
・

増
改
築
・
修
繕
・
模
様
替
え
」
す
る
の

に
、「
隠
岐
の
島
町
産
の
木
材
」
を
使

用
し
た
場
合
の
補
助
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

●

補
助
金
の
額

隠
岐
の
島
町
産
材
を
最
低
１
㎥
以
上

使
用
し
た
場
合
に
、
１
㎥
当
た
り
４
万

円
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。（
上
限

１
戸
当
た
り
１
０
０
万
円
）

●

対
象

町
内
で
、
居
住
用
の
住
宅
を
新
築
、
増

改
築
、
修
繕
、
模
様
替
え
を
行
う
場
合
。

店
舗
兼
用
住
宅
の
場
合
、
店
舗
部
分

は
除
外
し
ま
す
。

●

申
込
・
受
付
時
期

【
新
築
・
増
改
築
の
場
合
】

施
工
業
者
と
の
契
約
後
速
や
か
（
遅
く

て
も
屋
根
工
事
完
了
ま
で
）
に
、
申
込
書

類
を
左
記
ま
で
提
出
し
て
下
さ
い
。

【
修
繕
・
模
様
替
え
の
場
合
】

着
工
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、
申
込
書

類
を
左
記
ま
で
提
出
し
て
下
さ
い
。

●

そ
の
他

島
根
県
の
「
県
産
材
を
生
か
し
た
木

造
住
宅
づ
く
り
支
援
事
業
」
と
併
せ
て

利
用
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
農
林
水
産
課
農
林
振
興
係

☎
２-

８
５
６
３

隠
岐
島
木
材
業
製
材
業
協
同
組
合

☎
２-

０
１
８
９



梅
雨
の
時
期
を
む
か
え
、
豪
雨
に
よ

る
が
け
崩
れ
や
土
石
流
等
の
土
砂
災
害

が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

土
砂
災
害
の
多
く
は
雨
が
原
因
で
起

こ
り
ま
す
。
１
時
間
に
20
ミ
リ
以
上
、
ま

た
は
降
り
始
め
て
か
ら
１
０
０
ミ
リ
以
上

に
な
っ
た
ら
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、

日
頃
の
備
え
と
早
め
の
避
難
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

災
害
へ
の
備
え
、
正
確
な
情
報
を
収
集

災
害
が
見
込
ま
れ
る
と
き
は
、
報
道

機
関
（
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
な
ど
）
や
、

町
が
防
災
行
政
無
線
を
通
じ
て
お
知
ら

せ
す
る
気
象
情
報
等
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

避
難
場
所
・
経
路
の
確
認

町
で
は
、
豪
雨
な
ど
に
よ
る
災
害
が

見
込
ま
れ
る
際
に
は
、
一
定
の
基
準
に

基
づ
い
て
「
避
難
勧
告
・
指
示
」
を
防

災
行
政
無
線
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
迅
速

土
砂
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
！

な
避
難
が
で
き
る
よ
う
、
お
住
ま
い
の

地
域
の
一
時
避
難
所
（
地
域
の
集
会
所

等
の
施
設
。
自
主
防
災
組
織
ま
た
は
自

治
会
な
ど
で
決
定
）
と
避
難
経
路
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

土
砂
災
害
の
可
能
性

次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

●

雨
が
降
っ
て
い
る
と
き
や
雨
が
降
り

止
ん
で
も
数
日
の
間
は
、
地
盤
が
緩

み
、
土
砂
災
害
の
危
険
性
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

●

就
寝
は
、
家
屋
の
中
で
も
が
け
地
か

ら
離
れ
た
部
屋
（
２
階
）
な
ど
に
し
て

く
だ
さ
い
。

●

気
象
情
報
に
十
分
注
意
し
早
め
の
避

難
を
お
願
い
し
ま
す
。

●

が
け
地
や
渓
流
の
異
常
を
発
見
し
た

場
合
は
、
速
や
か
に
役
場
か
隠
岐
支
庁

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

隠
岐
支
庁
県
土
整
備
局☎

２-

９
６
２
８

役
場
総
務
課
消
防
防
災
係

☎
２-
２
１
１
１

頃
● 

へ
避
難

ど
こ
へ
避ます

か
？

し
ま
す

避
難
所
・
避
難
路

の
確
認

● 

に
避
難

す
ぐ
に
避ま

す
か
？

で
き
ま

避
難
用
具
の
準
備

● 

と
避
難

だ
れ
と
避ま

す
か
？

し
ま

声
を
掛
け
合
っ
て

早
め
の
避
難

● 

避
難

い
つ
避
難ま

す
か
？

し
ま

防
災
情
報
の
確
認

6
月
4
日
〜
10
日
は
歯
の
衛
生
週

間
で
す
。

歯
と
お
口
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

「
８
０
２
０
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）

運
動
』
ご
存
知
で
す
か
？

「
80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
以
上
自
分
の

歯
を
保
と
う
」
と
い
う
運
動
で
す
。
20
本

以
上
の
歯
が
あ
れ
ば
、
お
い
し
く
食
べ
る

こ
と
が
出
来
た
り
、
よ
く
噛
む
こ
と
で
認

知
症
の
予
防
に
も
つ
な
が
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

● 

歯
を
失
う
主
な
原
因
は
、
む
し
歯
と
歯

周
病
で
す
！

歯
を
家
に
例
え
る
と
、
歯
が
地
面
に

立
っ
て
い
る
家
、
歯
ぐ
き
が
家
の
基
礎
と

な
る
土
台
で
す
。
歯
周
病
は
土
台
で
あ
る

歯
ぐ
き
を
崩
し
て
し
ま
う
病
気
で
、
む
し

歯
と
並
ん
で
歯
を
失
う
大
き
な
原
因
で
す
。

● 

歯
周
病
と
は
？

プ
ラ
ー
ク
（
歯
垢
）
の
中
の
細
菌
が
、

繰
り
返
し
歯
ぐ
き
に
炎
症
を
起
こ
し
、
歯

を
支
え
る
骨
を
溶
か
し
て
ゆ
き
、
最
後
に

は
歯
が
抜
け
て
し
ま
う
病
気
で
す
。

歯
周
病
は
、
歯
を
失
う
だ
け
で
な
く
、
全

身
の
健
康
状
態
に
も
影
響
を
与
え
る
病
気
で

す
。
最
近
の
研
究
に
よ
り
、
歯
周
病
と
糖
尿
病

や
動
脈
硬
化
な
ど
全
身
の
健
康
と
関
係
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
煙
草
は

歯
周
病
に
な
り
や
す
く
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

治
り
に
く
く
し
ま
す
。

● 

歯
周
病
の
チ
ェ
ッ
ク
！

次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
れ
ば
一
度
受
診
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

①
硬
い
も
の
を
噛
む
と
き
、
歯
に
力
が
入
ら
な

い②
歯
を
磨
く
と
、
歯
ぐ
き
か
ら
出
血
す
る

③
歯
ぐ
き
を
指
で
押
す
と
、
ぶ
よ
ぶ
よ
す
る

④
歯
並
び
が
変
わ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る

⑤
強
く
噛
ん
だ
り
指
で
押
す
と
歯
が
動
く

⑥
歯
磨
き
を
し
て
い
る
の
に
口
が
ネ
バ
つ
く

⑦
歯
が
長
く
な
っ
た
よ
う
に
見
え
る

⑧
冷
た
い
水
を
口
に
含
む
と
歯
が
し
み
る

⑨
歯
磨
き
を
し
て
い
る
の
に
口
臭
が
す
る

● 

予
防
の
た
め
に

歯
周
病
の
原
因
と
な
る
プ
ラ
ー
ク
（
歯
垢
）

を
除
去
す
る
た
め
に
は
、
や
は
り
毎
日
の
歯
磨

き
が
大
切
で
す

歯
周
病
予
防
の
た
め
に
も
、
年
に
１

回
は
歯
科
医
院
を
受
診
し
て
お
口
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
！！

■
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
保
健
課
健
康
係

☎
２-

８
５
６
２



☎
２
‐
２
２
０
６
（
代
表
）

し
か
し
、
隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
を
世
界

に
紹
介
す
る
に
は
、
も
っ
と
専
門
的
な
日

本
語
を
勉
強
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私

は
将
来
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
日
本
の
国

際
交
流
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
の
で
、
今
回
の
隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
の
仕

事
は
、
私
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
は
海
が
好
き
な
の
で
、
美
し

い
海
に
囲
ま
れ
た
隠
岐
の
島
で
の
生
活
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

テ
レ
サ
さ
ん
は
、
日
本
語
の
日
常
会

話
は
問
題
あ

り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
、ま
ち

で
見
か
け
た

ら
声
を
か
け

て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
ね
。

国
際
交
流

員
の
テ
レ
サ
・

サ
ド
カ
ウ
ス
キ

さ
ん
が
４
月
27

日
に
隠
岐
の
島

町
に
来
島
し
ま

し
た
。

テ
レ
サ
さ

ん
は
隠
岐
支

庁
３
階
に
事
務
所
を
構
え
る
隠
岐
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
協
議
会
事
務
局
に
勤
務

し
、
隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
の
世
界
認
定
の

た
め
に
、
国
際
会
議
や
現
地
審
査
の
際

に
通
訳
を
行
な
っ
た
り
、
隠
岐
ジ
オ
パ
ー

ク
を
外
国
人
に
紹
介
す
る
た
め
の
刊
行

物
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
作
成
な
ど
、
英
語
に
よ
る
情
報
発
信

を
主
な
業
務
と
し
て
行
い
ま
す
。

【
テ
レ
サ
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
】

「
こ
ん
に
ち
は
、
テ
レ
サ
・
サ
ド
カ
ウ
ス

キ
と
い
い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
首

都
キ
ャ
ン
ベ
ラ
の
出
身
で
す
。
小
学
生
の

頃
か
ら
日
本
に
興
味
を
持
ち
、地
元
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
で
日
本
語
と
言
語

学
を
専
攻
し
ま
し
た
。
在
学
中
に
千
葉
大

学
に
１
年
間
の
留
学
も
体
験
し
ま
し
た
。

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
で
は
、
生
き

る
喜
び
、
学
ぶ
楽
し
さ
を
通
し
て
、
一
人

ひ
と
り
の
可
能
性
を
開
花
さ
せ
、
社
会
の

一
員
と
し
て
自
立
し
て
生
き
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
子
ど
も
を
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
連
携
し
て
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
今

年
度
、
国
及
び
県
の
指
定
を
受
け
、
各
研

究
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

各
研
究
事
業
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①
環
境
教
育
総
合
支
援
事
業

【
平
成
24
年
度
〜
26
年
度
】（
研
究
指
定
校
）

西
郷
小
学
校
、
西
郷
中
学
校

学
習
指
導
要
領
等
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

教
科
横
断
的
な
視
点
や
体
験
的
学
習
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
小
・
中
学
校
及
び
地
域

住
民
が
連
携
・

協
働
し
て
、

創
意
工
夫
に

よ
り
ふ
る
さ

と
に
根
ざ
し

た
環
境
教
育

を
推
進
す
る

た
め
の
実
践

研
究
を
行
う
。

②
道
徳
教
育
総
合
支
援
事
業

【
平
成
24
年
度
】（
研
究
指
定
校
）
五
箇
保

育
園
、
五
箇
小
学
校
、
五
箇
中
学
校

学
習
指
導
要
領
等
の
趣
旨
並
び
に
幼
児

児
童
生
徒
、
学
校
、
家
庭
及
び
地
域
等
の

実
態
を
踏
ま
え
、
幼
保
等
・
小
・
中
学
校

の
教
職
員
が
連
携
・
協
働
し
て
創
意
工
夫

を
生
か
し
た
道
徳
教
育
を
推
進
す
る
た
め

の
実
践
研
究
を
行
う
。

③
人
権
教
育
研
究
推
進
事
業

【
平
成
23
年
度
〜
24
年
度
】（
研
究
指
定
校
）

西
郷
南
中
学
校

人
権
教
育
を
培
う
た
め
の
学
校
教
育
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
幅
広
い
観
点
か
ら
実

践
的
な
研
究
を
行
い
、
人

権
教
育
に
関
す
る
指
導
方

法
等
の
改
善
及
び
充
実
に

資
す
る
。

隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
世
界
認
定
に
向
け
て

国
際
交
流
員
の
テ
レ
サ
さ
ん
が
来
島

小
・
中
学
校
で
研
究
指
定
事
業
を
行

い
ま
す
！

来島されたテレサ・サドカウスキさん

「隠岐ジオパーク」のロゴ
マーク。今秋の世界認定
に向け取り組んでいます

④
豊
か
な
心
を
育
む
長
期
宿
泊
体
験
活
動

推
進
事
業

【
平
成
24
年
度
】（
研
究
指
定
校
）
都
万
中

学
校児

童
生
徒
の
豊
か
な
心

（
感
動
す
る
心
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
自
立
心
、

社
会
性
、
思
い
や
り
の
心
な

ど
）
を
育
て
、
学
級
・
学
年

の
集
団
づ
く
り
の
基
盤
と
な

る
長
期
宿
泊
体
験
活
動
を
推
進
す
る
た
め

の
モ
デ
ル
事
業
を
行
う
。

⑤
学
習
と
評
価
実
践
研
究
事
業

【
平
成
24
年
度
〜
25
年
度
】（
研
究
指
定
校
）

磯
小
学
校

新
学
習
指

導
要
領
の
趣

旨
を
踏
ま
え

た
教
育
課
程

編
成
、
指
導

方
法
等
の
工

夫
改
善
に
関

す
る
研
究
を

行
う
。

⑥
体
力
向
上
推
進
モ
デ
ル

事
業

【
平
成
24
年
度
〜
25
年
度
】（
研

究
指
定
校
）
都
万
小
学
校

運
動
へ
の
関
心
や
意
欲

を
身
に
付
け
た
り
、
運
動
の
楽
し
さ
や
喜

び
を
味
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
教

育
課
程
の
編
成
や
体
育
・
保
健
体
育
科
の

指
導
の
在
り
方
な
ど
実
践
的
研
究
を
行
う
。

有木小学校児童による田植え実習の様子
（昨年５月）

磯小学校で行われた「教科指導力向上セ
ミナー」の公開授業の様子（昨年９月）



平成23年度利用状況報告

昨年度の図書館の利用状況は以下の通りで
す。数字によれば、町民１人当たり 5.7 冊借り
ていることになります。みなさんはどのくらい
借りられましたか？
隠岐の島町にお住まいの方

なら誰でも図書館で本が借り
られます。まだ利用したこと
がない方は、まず一度来てみ
てください。

《図書館の利用状況》

入館者数 貸出人数 貸出冊数 登録者数

23 年度 61,380 17,426 85,475 306

22 年度 61,549 17,429 82,948 368

比較 -169 -3 2,527 -62

昨年よく読まれた本（一般図書部門）

1位 麒麟の翼 東野　圭吾‖著　講談社
2位 県庁おもてなし課 有川　浩‖著　角川書店
3位 １Ｑ８４　１ 村上　春樹‖著　新潮社

小泉八雲講演会　開催！

出雲かんべの里館長　錦織明氏を迎え、小泉
八雲の魅力について語って頂きます。錦織氏は、
去年の東日本大震災を受け、『TSUNAMI』（『い
なむらの火』や『生神様』ともいわれます）の
紙芝居を製作しようと、実際のモデルとなった
和歌山県を訪れ取材し完成させました。
今回は、講演会の他、子ども向け紙芝居も上演
して頂きます。どちらも参加は無料ですので、
ぜひお越しください。
◎ 『小泉八雲の魅力』　（大人向け講演会）

6月 9日（土）　午後
◎ 『紙芝居おじさんがやってくる！』（子ども向け）

6月 10 日（日）　午前
※詳細は、後日お知らせ便等に掲載します

隠岐の島町図書書館
☎ 0088512-2-2-2-2-2-2234341 ＦＡＸ 0088512-2-2-2-2--91998
●●開館開館館時時間 10時～時～ 18時 ●●閉館閉館日 (月月曜曜日・第3日日曜曜日・祝祝日)
※祝祝日が月が月曜、曜、第 3日曜と重な重なった場た場合場合合は翌は翌日も閉館閉館

（
写
真
上
）
小
学
男
子
４
×
４
０
０
ｍ
決
勝

（
写
真
下
）
中
学
２
年
女
子
１
０
０
ｍ
決
勝

全
隠
岐
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
が
開
催

４
７
８
名
の
選
手
が
出
場

今
年
で
66
回
目
と
な
る
全
隠
岐
陸
上
競

技
選
手
権
大
会
が
、
隠
岐
高
等
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
４
月
29
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
競
技
役
員
の

方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
大
会
は
予
定
ど
お

り
行
わ
れ
、
隠
岐
島
内
の
小
・
中
・
高
校

生
や
一
般
選
手
な
ど
全
55
種
目
に
及
ぶ
競

技
に
４
７
８
名
の
選
手
が
参
加
し
熱
戦
を

繰
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

学
校
や
地
域
の
方
々
の
応
援
の
も
と
、

日
々
の
練
習
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
、
大
会

新
記
録
が
三
つ
も
生
ま
れ
る
す
ば
ら
し
い

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

小
中
学
生
優
勝
者
一
覧

▼
小
学
男
子

１
０
０
ｍ
中
村
勇
士

２
０
０
ｍ
佐
藤
朝
陽
１
０
０
０
ｍ
１
組

川
崎
南
門
同
２
組
中
村
勇
士
４
０
０
ｍ

リ
レ
ー
福
井
小
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
森
蓮

走
幅
跳
佐
藤
朝
陽

▼
小
学
女
子

１
０
０
ｍ
岩
根
邑
歩

２
０
０
ｍ
石
田
マ
リ
ア
（
大
会
新
）

８
０
０
ｍ
１
組
山
下
弥
桜
同
２
組
永
谷
優

華
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
西
郷
小
Ａ
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
投
岩
根
邑
歩
走
幅
跳
上
仲
真
奈
未

▼
中
学
男
子

１
０
０
ｍ
１
年
繁
浪
祐

希
同
２
年
嶽
野
卓
同
３
年
齋
賀
勝
汰
全

２
０
０
ｍ
永
谷
瑞
樹
全
４
０
０
ｍ
重
栖

胤
隆
全
８
０
０
ｍ
小
濱
大
将
１
５
０
０

ｍ
１
年
中
尾
二
千
翔
同
２
年
橋
本
春
貴

（
大
会
新
）
同
３
年
古
川
泰
晟
３
０
０
０

ｍ
２
・
３
年
藤
野
文
弥
４
０
０
リ
レ
ー
１

年
西
郷
中
同
２
年
西
郷
南
中
同
低
学
年
西

郷
南
中
同
全
学
年
五
箇
中
走
幅
跳
山
岡
大

輝
走
高
跳
竹
本
洸
太
砲
丸
投
青
砥
芳
和

▼
中
学
女
子

１
０
０
ｍ
１
年
神
田
成
美

同
２
年
松
森
夏
輝
同
３
年
山
本
沙
樹
全

２
０
０
ｍ
藤
田
真
由
香
８
０
０
ｍ
１
年

万
代
涼
同
全
学
年
藤
田
真
帆
１
５
０
０

ｍ
藤
田
真
帆
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
１
年
西

郷
南
中
同
２
年
海
士
中
同
低
学
年
西
郷
南

中
同
全
学
年
西
郷
南
中
走
幅
跳
神
田
成
美

走
高
跳
柘
植
瑞
穂
砲
丸
投
濱
板
日
陽
里



映
画
「
渾
身
」
完
成
！

高
齢
者
叙
勲

竹
島
東
京
集
会
が開

催
さ
れ
ま
し
た

人
権
擁
護
委
員
の

委
嘱
に
つ
い
て

旭日単光章を受章
元布施村議会議員
奥田靜さん
（飯美在住）

昭
和
54
年
の
初
当
選
以
来
、
平
成

15
年
ま
で
の
間
、
通
算
し
て
約
20
年

に
わ
た
り
在
職
。
ま
た
、
隠
岐
航
路

交
通
対
策
協
議
会
委
員
等
も
歴
任
さ

れ
、
地
方
自
治
の
発
展
及
び
住
民
福

祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

竹
島
・
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

島
根
県
民
会
議
と
日
本
の
領
土
を
守

る
た
め
行
動
す
る
議
員
連
盟
が
主
催

す
る
「
竹
島
問
題
の
早
期
解
決
を
求

め
る
東
京
集
会
」
が
、
東
京
都
千
代

田
区
永
田
町
の
憲
政
記
念
館
で
、
４

月
11
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

集
会
に
は
、
溝
口
善
兵
衛
島
根
県

知
事
や
松
田
和
久
隠
岐
の
島
町
長
を

は
じ
め
、
政
府
関
係
者
や
国
会
議
員

等
の
関
係
者
約
７
０
０
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

集

会

で

は
、
地
元
の

報
告
と
し

て
、
竹
島
領

土
権
確
立
隠

岐
期
成
同
盟

会
会
長
の
松

田
町
長
が
竹

島
周
辺
の
漁

業
活
動
の
中

心
を
担
っ
た

地
元
の
歴
史

や
返
還
運
動

の
経
緯
を
説

明
し
ま
し
た
。

集
会
の
最
後
に
は
、
特
別
決
議
と

し
て
、
①
２
月
22
日
の
「
竹
島
の
日
」

を
閣
議
決
定
す
る
。
②
内
閣
府
に
領

土
を
守
る
総
合
的
な
部
局
を
設
置
す

る
こ
と
。
③
竹
島
問
題
に
つ
い
て
国

際
司
法
裁
判
所
に
提
訴
す
る
こ
と
。

④
「
竹
島
の
日
」
式
典
の
政
府
関
係

者
の
出
席
と
政
府
主
催
の
実
現
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
決
議
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課
竹
島
対
策
係

☎
２-

２
１
１
１ 竹島について地元の経緯を説明する松田町長

隠
岐
古
典
相
撲
を
題
材
と
し
て
昨
年

の
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
隠
岐
４
島

を
舞
台
に
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
、
錦

織
良
成
監
督
（
出
雲
市
出
身
）
の
最
新

作
映
画
「
渾
身
」
が
４
月
に
完
成
し
ま

し
た
。

映
画
「
渾
身
」
は
価
値
観
の
転
換
期

に
日
本
全
国
、
世
界
の
人
々
へ
送
る
心

の
映
画
と
し
て
、
錦
織
監
督
自
身
が
数

年
前
か
ら
温
め
て
き
た
文
字
通
り
渾
身

の
作
品
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
夏
に
か
け
て
世
界
各
国
の

国
際
映
画
祭
へ
の
出
品
を
予
定
し
て
お

り
、
お
正
月
映
画
と
し
て
年
末
か
ら
の

全
国
で
の
劇
場
公
開
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
隠
岐

の
島
町
で

の
上
映
等

の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

に
つ
き
ま

し
て
は
決

定
次
第
、

広
報
等
で

皆
様
に
お

知
ら
せ
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
観
光
課
観
光
振
興
係

☎
２-
８
５
７
５

４
月
１
日
付
け
で
、
法
務
大
臣
か

ら
、
次
の
方
が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

名
越
静
江
さ
ん
（
西
町
）
再
任

奥
田
恭
二
さ
ん
（
油
井
）
再
任

【
人
権
擁
護
委
員
と
は
？
】

地
域
の
中
で
、
人
権
に
つ
い
て
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動

を
行
な
っ
た
り
、
地
域
の
皆
様
か
ら
、

隣
近
所
の
も
め
ご
と
、
家
庭
内
で
の
悩

み
ご
と
、
仕
事
先
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど

の
困
り
ご
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
心
配

ご
と
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
相
談
を
受
け
る
だ
け
で
な

く
、「
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
」
と
い
う

相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
相
談
者
の

希
望
に
よ
り
法
務
局
と
協
力
し
て
調

査
・
処
理
を
行
い
、
当
事
者
の
利
害
・

主
張
の
調
整
を
行
う
な
ど
の
適
切
な
措

置
に
よ
り
、
事
案
の
解
決
を
図
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
ほ
か

●

地
域
・
学
校
・
会
社
等
で
の
「
人
権

出
前
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

●

人
権
相
談
は
、
公
民
館
等
で
の
特

設
相
談
所
の
ほ
か
、
平
日
法
務
局
で
も

受
け
て
い
ま
す
（
相
談
無
料
、
秘
密
厳

守
）。

相
談
先
０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０

■
お
問
い
合
わ
せ
先

松
江
地
方
法
務
局
西
郷
支
局

☎
２-

０
２
４
０

映画の完成報告記者発表を行う錦織良成監督
（写真中央）場所：島根県庁



親
子
３
代
写
真
展
開
催
＆

写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す

隠
岐
の
魅
力
は
自
然
は
も
ち
ろ
ん
、

や
は
り
そ
こ
に
暮
ら
す
「
人
」
に
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
魅
力
を
再
発
見
し
未
来

へ
残
し
て
い
く
た
め
に
、
写
真
展
を
開

催
し
、
島
の
内
外
に
そ
の
魅
力
を
発
信

し
て
い
き
ま
す
。

写
真
の
募
集
と
写
真
展
に
つ
い
て
は

左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

【
募
集
要
項
】

●　

対
象
作
品

隠
岐
で
暮
ら
す
家
族
の
三
世
代
の
集

合
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

①
隠
岐
に
お
住
い
の
家
族
（
少
な
く
と

も
一
人
が
隠
岐
に
世
帯
が
あ
る
）
で
、

親
子
３
代
で
写
っ
て
い
る
写
真
。

・
全
員
が
写
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
必
ず
３
世
代
（
例
：
祖
父
、
母
、

お
子
さ
ん
の
３
人
）
の
写
真
で
お
願
い

し
ま
す
。

②
過
去
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。

●　

写
真
の
募
集
期
間

４
月
19
日
（
木
）
〜
６
月
30
日
（
土
）

●　

応
募
規
定

①
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
、
モ
ノ
ク
ロ
プ
リ

ン
ト
（
２
Ｌ
・
ワ
イ
ド
２
Ｌ
）、
デ
ジ

タ
ル
プ
リ
ン
ト
。
メ
ー
ル
で
の
提
出

可
。

②
必
要
事
項

・
応
募
者
氏
名
・
連
絡
先
・
作
品
タ
イ

ト
ル
・
簡
単
な
説
明
を
写
真
裏
に
明
記

の
う
え
、
応
募
先
へ
郵
送
又
は
、
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
の
場
合
は
本
文

に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

③
１
回
の
応
募
に
つ
き
１
枚
の
み
応
募

で
き
ま
す
。

【
応
募
上
の
注
意
】

①
応
募
に
当
た
っ
て
は
必
ず
被
写
体
の

方
の
承
諾
を
得
て
く
だ
さ
い
。

応
募
作
品
に
関
し
て
ト
ラ
ブ
ル
が
生

じ
た
場
合
、
主
催
者
は
一
切
そ
の
責
任

を
負
い
ま
せ
ん
。

②
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

③
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
に
つ
い
て

は
、
隠
岐
観
光
協
会
が
主
催
す
る
写
真

展
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

④
個
人
情
報
の
取
扱
に
つ
い
て
は
、
写

真
展
の
目
的
と
し
た
も
の
に
の
み
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
写
真
展
】

日
時
：
７
月
14
日
（
土
）
〜
15
日
（
日
）

会
場
：
隠
岐
島
文
化
会
館

※
そ
の
他
、
各
島
の

港
で
も
写
真
展
を
行

う
予
定
で
す
。
ま

た
、
隠
岐
の
「
人
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
写

真
展
を
行
う
際
に
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
ご
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
５-

０
０
１
３

隠
岐
の
島
町
中
町
目
貫
の
四
、57
番
地

西
郷
港
旅
客
上
屋
３
階

隠
岐
観
光
協
会

☎
０
８
５
１
２-

２-

１
５
７
７

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
実
績
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

隠
岐
の
島
町
レ
ジ
袋
削
減
推
進
協

議
会
で
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換
を
図
る
た

め
、
レ
ジ
袋
削
減
の
取
り
組
み
を
行

な
っ
て
き
ま
し
た
。

【
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
実
績
】

一
人
で
も
多
く
の
皆
様
に
ノ
ー
レ

ジ
袋
（
マ
イ
バ
ッ
グ
）
運
動
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
買
い
物

時
に
レ
ジ
袋
を
断
っ
た
場
合
に
、
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
１
ポ
イ
ン
ト
ス
タ

ン
プ
し
、
10
ポ
イ
ン
ト
貯
ま
っ
た
カ
ー

ド
を
特
典
と
交
換
で
き
る
「
エ
コ
ポ

イ
ン
ト
事
業
」
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
で
は
、
交
換
済
み
の
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
中
か
ら
年
４
回
抽

選
で
、
さ
ら
に
特
典
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●

平
成
23
年
度
の
事
業
の
実
績
は
次

の
通
り
で
す
。

・
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

回
収
数
２
２
，
６
６
３
枚

回
収
し
た
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド

か
ら
、
レ
ジ
袋

の
削
減
量
を
計

算
す
る
と
、
平

成
23
年
度
は
約

34
万
枚
を
削
減

す
る
こ
と
が
出

来
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

こ
れ
を
、
ご
み
の
量
に
換
算
す
る

と
約
３
ｔ
。
町
民
一
人
あ
た
り
で

は
１
７
７
g
と
、
ご
く
わ
ず
か
で
は

あ
り
ま
す
が
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
取

り
組
み
が
町
全
体
で
は
大
き
な
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。

逆
に
、
一
人
ひ
と
り
の
「
少
し
く

ら
い
」
が
大
き
な
ご
み
の
増
大
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

毎
日
、
卵
１
個
分
の
ご
み
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
年
間
の
ご
み

排
出
量
の
５
％
を
削
減
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
環
境
を
守
る
た

め
、
自
然
豊
か
な
隠
岐
の
島
を
「
ご

み
の
島
」
に
し
な
い
た
め
に
も
、
ご

み
を
「
も
と
」
か
ら
減
ら
す
取
り
組

み
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

隠
岐
の
島
町
レ
ジ
袋
削
減
推
進
協
議

会
事
務
局
（
役
場
環
境
課
）

☎
２-

８
５
６
５

→
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド

→
前
回
の
抽
選
に
よ
る
特
典

は
、
食
べ
残
し
を
入
れ
て

持
っ
て
帰
る
こ
と
が
で
き
る

「
ド
ギ
ー
バ
ッ
ク
」
で
し
た
。

2 2 , 6 6 3 枚 × 10 ポ イント×
1 . 5 枚（※）＝ 3 3 9 , 9 4 5 枚
※平成 2 3 年６月月実施の街
頭アンケートより、１回の買
い物でもらうレジ袋の枚数は
平均 1 . 5 枚。



夫妻

戸
籍
コ
ー
ナ
ー

ご
誕
生

（
氏
名
）

（
地
区
）（
保
護
者
）

是
津

さ
く
ら

下
西

是
津

隆
将

宇
越

悠ゆ
う
や陽

伊
後

宇
越

雄
一

春
木

梨り

お緒

港
町

春
木

勇
人

岡
本

美み

く空

栄
町

岡
本

涼
二

戸
田

樹い
ぶ
き吹

加
茂

戸
田

満

石
橋

こ
こ
ろ

郡

石
橋

元
気

野
津

凌り
ょ
う
た大

加
茂

野
津

彰
久

勝
部

洋よ
う
た太

東
町

勝
部

侑

犬
塚

龍た
つ
き輝

栄
町

犬
塚

瑞
加

髙
宮

杏あ
ん

西
町

髙
宮

秀
司

お宝 !
隠岐の「地産」

食材
■材料（４人分）

■作り方

土
築

龍り
ゅ
う
た
ろ
う

太
郎

飯
田

土
築

浩
一

忌
部

瑞み
づ
ほ穂

郡

忌
部

正
英

ご
結
婚

（
氏
名
）

（
地
区
）

安
部

大
将

平

藤
岡

仁
美

港
町

お
く
や
み

（
氏
名
）

（
地
区
）
（
年
齢
）

築
谷

幸
子

下
西

74
歳

髙
宮

正
太
郎

都
万

94
歳

齋
藤

隆
良

都
万

74
歳

※
4
月
30
日
ま
で
の
受
付
分
（
敬
称
略
）

地産地消でおいしいお米を食べましょう!

☎
 米穀店

頭脳のビタミン剤です !

http://kyomiyabunten.jimdo.com

 隠岐産こしひかり 
5kg……2,300 円
10kg……4,500 円
15kg……6,500 円

 隠岐藻塩米 
5kg……2,650 円

 奥出雲産こしひかり 
5kg……2,800 円 

 もち米（奥出雲産） 
1升 /840 円

無料配達地方配送も承ります
お気軽にお電話、お問い合わせください。

 玄米 
1kg/380 円 

 十六穀 
袋 /470 円

うつわ .贈り物 .お茶 .暮らしの道具

西町八尾 3 -81 ℡ 2 - 0 42 5西町八尾 3 -81 ℡ 2 - 0 42 5  

毎日新聞では、４月から新たな企画「目指せ !! 世界
ジオパーク隠岐魅力UP」を始めます。
毎週水曜日、認定に向けた行政や民間の人々の活動
を取り上げます。是非、読んで頂き隠岐の世界ジオ
パークへの理解を深め認定を目指しましょう。

偲びの膳
在りし日の故人を偲び、懐かし
い思い出を語らう追膳のお席を
ご用意致します。

@5,250円（@5,000円）
@6,300円（@6,000円）
@7,350円（@7,000円）

仕出し膳、お持ち帰り用・霊供用のお膳もご要望で承ります。送迎
バス無料（要予約）



一組
人

隠岐の島町中町目貫3-9-2

カトレア美容室

夜間電話

背広が「ダブダブ」になった方

相談下さい！

仮縫い付で適正な価格で

お直し致します！

あなたの思い出を残す、
きもの・和布で
楽しいリフォームを致します。

洋服のリフォーム京見屋

【学校制服の再製をいたします】
お兄さん、お姉さん、お友達から譲り受けた制服を
あなたのサイズに再製いたします。

< 再製参考価格 >
[ 小・中学生制服 ] 上着・・袖丈直し（８００円）
スカート・・丈直し、ウエスト直し（各 2,000 円）
ズボン・・・丈直し、（８００円）
[ 高校生制服 ]　女子上着・・袖丈直し（1,500 円）
スカート・・丈直し、ウエスト直し（各 2,000 円）
ズボン・・・丈直し、（８００円）
肩幅・胸回・上着丈・直しなど詳細については相談下さい。

【小・中・高】学校制服の店
ニューライフ・京見屋

西郷店

ファンシーショップ・贈答品・ギフト インテリアショップ
和洋家具・婚礼セット一式

隠岐の島町城北町３４０（隠岐病院前）
電　話 ２－３２６５
ＦＡＸ ２－３２６６

営業時間　平日　ＡＭ９：００～ＰＭ７：００
（不定休）　日祝　ＡＭ９：００～ＰＭ６：００

　【自作造形作品展】夏 雑貨
   各　種    

入荷しました



広
報
隠
岐
の
島
6
月
号
 (通
算
第
9
2
号
) ■
編
集
/
発
行
 隠
岐
の
島
町
役
場
総
務
課
広
報
広
聴
係

〒
6
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5
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5
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 島
根
県
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町
城
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1
番
地
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8
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日 金
日 土 第 41回隠岐なかよし大運動会９：３０～　養護

学校グラウンド（雨天時：西郷小学校体育館）
日 日 全隠岐相撲選手権大会　9:00-（都万相撲場）

日 月 図書館休館 とって隠岐スリーデーウォーク
８：３０～（都万地区）

日 火 玉若酢命神社御霊会風流（島根県指定無形民
俗文化財） 

日 水
日 木
日 金
日 土
日 日 隠岐の島町ノーレジ袋デー

日 月 図書館休館

日 火
日 水 年金相談13：00～（役場ふれあいセンター） 

日 木 年金相談 9：30～（役場ふれあいセンター）

日 金 納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場本
庁税務課）　

日 土
日 日 第 7回隠岐の島ウルトラマラソン

図書館休館
日 月 図書館休館

日 火
日 水
日 木
日 金
日 土
日 日 科学実験教室　（五箇生涯学習センター）

日 月 図書館休館

日 火
日 水
日 木
日 金
日 土

隠岐の島町行事予定 月

と　き
月 日（火）
午前１０時頃～
（馬入れ神事は
午後 2:30 頃～）

ところ
玉若酢命神社
■お問い合わせ先
隠岐の島町教育委員会生涯学習課 tel： 

人人人口と世世帯帯数
平成平成 2424 年５月1日現在現在
人 口人 口 15，42415，442424 （81）（81））人人
男男 7，3907，7，39900 （（515151））人人
女女 8，0348，03034 （30）（30）0）0）人人

内15 歳未満 1,7,754 人（11.4％）
内 65歳以歳以上 5,194 人（3（33.7.7％）
世帯数世帯帯数世帯帯数 7，2497，7，244924949 （57)（57)) 世帯世帯世帯
※括括弧内はは前前月比
転入 148 人 出生 15 人 その他 2 人
転出 61 人 死亡 23 人 その他 0 人

▼
５
月
12
日
、
13
日
と
隠
岐
の
観
光
シ
ー
ズ

ン
の
幕
開
け
を
感
じ
る
し
げ
さ
踊
り
パ
レ
ー

ド
と
し
げ
さ
節
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
今

年
も
大
勢
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
▼
さ

て
、
隠
岐
民
謡
を
代
表
す
る
こ
の
「
し
げ
さ

節
」
で
す
が
、
そ
の
ル
ー
ツ
は
江
戸
時
代
に

新
潟
県
か
ら
北
前
船
に
よ
っ
て
島
前
に
伝
え

ら
れ
た
「
島
前
し
ゅ
げ
さ
節
」
が
元
に
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
▼
ま
た
、「
ど
っ

さ
り
節
」
や
「
キ
ン
ニ
ャ
モ
ニ
ャ
」
等
も
北

前
船
に
よ
っ
て
、
北
陸
や
九
州
地
方
か
ら
隠

岐
に
伝
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
▼
そ

の
た
め
、
こ
れ
ら
の
隠
岐
民
謡
を
聞
く
と
、

隠
岐
が
北
前
船
で
栄
え
た
頃
の
文
化
の
名
残

を
感
じ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
▼
毎
年
、
こ
の

し
げ
さ
節
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
全
国
各
地
か

ら
民
謡
を
愛
す
る
皆
さ
ま
に
ご
来
島
い
た
だ

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
民
謡
も
披
露
さ
れ

ま
す
が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
北
前
船
の
時
代
の

賑
や
か
さ
が
蘇
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
▼

民
謡
文
化
の
歴
史
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
こ

れ
を
後
世
に
繋
げ
よ
う
と
努
力
す
る
民
謡
関

係
者
の
皆
さ
ま
に
改
め
て
頭
が
下
が
る
お
も

い
と
な
り
ま
し
た
。

（
Ｔ
・
Ｍ
）

玉若酢命神社御霊会風流
島根県指定無形民俗文化財

第７回

★エントリー情報

【お問い合わせ先】
隠岐の島ウルトラマラソン大会事務局
（役場観光課内） ：

●100km 隠岐ポートプラザトト 前 am 5:00
●50km 水若酢神社前 am11:30


